
＜ 熱中症発生の場合 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 熱中症予防のための、運動中止基準 ＞ 

気温 

（参考） 
熱中症予防運動指針 

３５℃以上 運動は 

原則中止 

特別な場合以外、運動を中止する。 

３１℃～３５℃ 厳重警戒 

（激しい運動は中止） 

熱中症の危険度が高いため、激しい運動や持久走などの体温が

上昇しやすい運動は避ける。 

２８℃～３１℃ 警戒 

（積極的に休息） 

熱中症の危険が増すため、積極的に休息をとり、適宜水分補給

などを行う。 

２４℃～２８℃ 注意 

（積極的に水分補給） 

熱中症の兆候に注意するとともに、運動の合間に積極的に水分

補給などを行う。 

２４℃未満 ほぼ安全 

（適宜水分補給） 

通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分補給などが必要。 

（公財）日本体育協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック（２０１３）」より 

涼しい場所に避難し、衣服を

ゆるめ、体を冷やす。 

有 

安静にし、十分に休息をとり

回復したら帰宅。 

（保護者にお迎え依頼） 

自力で水分摂取の有無確認。 

有 

症状の回復の有無確認。 

無 

無 

医療機関へ 

熱中症様症状発生 

めまい・吐き気・嘔吐・頭痛 

ふらつき・座り込む・倦怠感・

高体温 

意識有 

意識無 
救急搬送 

救急車到着まで、体を冷やし、

応急処置をする。 

また、保護者と連絡をとる。

（症状を伝え、学校または搬

送先まで来てもらうように依

頼する。） 

児童の症状回復が見られない

場合は、保護者に連絡し、病院

受診をする。 

体を冷やす時は、首、わき

の下、太もものつけねを 

集中的に冷やす。霧吹きで

体に水をかけ、うちわで 

あおぐことも効果的。 


